
団 体 名 事 業 の 名 称 事 業 の 概 要
期 間 又 は
実 施 日

対 象 備 考

「瀬戸内海環境保全月
間」ポスターの配布･掲出

同左 6月1日～6月30日 市町村（会員除く）
庁内関係課
その他関連団体

2×39
1×56
1×10

せとうち風景フォトコンテス
ト募集ポスターの配布･掲
出

同左 6月1日～ 市町村（会員除く）
庁内関係課
その他関連団体

1×39
1×12
1×10

特別講演会の開催 ｢ほっとかへんで、大阪湾！～ネットワー
クの力で大阪湾再生を目指して～｣を演
題に、大阪湾見守りネット会長田中正視
氏による特別講演会を開催。

6月28日 協議会構成団体
その他関係団体

大阪湾環境保
全協議会主催

大阪湾セミナーの開催 大阪湾の海域環境等についての知識を
深め、より親しんでもらうことを目的に、｢
大阪湾セミナー｣を開催。

6月10日 一般府民 水産試験場主
催

「瀬戸内海環境保全月
間」の周知

ポスターの配布、掲示 6月1日～6月30日 一般県民等

「3000万人瀬戸内海クリー
ン大作戦」への参画

「瀬戸内海環境保全知事・市長会議（瀬
戸内海沿岸域31府県市で構成）」の主
催する活動への参画による、ゴミの回収
及び処分活動、普及啓発活動

6月1日～7月31日 一般県民等

クリーン兵庫運動 瀬戸内海の環境保全に関する思想の普
及及び意識の高揚(研修会等の開催、
看板等による広報)
河川、海域等の清掃美化活動の実施

6月１日～30日 兵庫県瀬戸内海環
境保全連絡会員、
一般県民等

不法投棄防止パトロール 森川海等における不法投棄の未然防止
のためパトロールの実施

6月１日～30日

「環境の日」街頭キャン
ペーン

街頭で啓発物品を配布し、エコライフの
実践を呼びかける

6月5日(月） 一般県民

環境パトロール 県・市町村・警察三者が一斉に不法投
棄、風致保全･道路･河川環境等の監
視、パトロールを実施

6月5日(月） 一般県民

こどもエコクラブ壁新聞展 県内のこどもエコクラブが平成17年度の
活動内容をまとめた「壁新聞」を展示

6月5日（月）～6月
9日(金）

一般県民
(県庁来庁者）

平成18年度水･土壌環境
保全活動功労者表彰伝
達式

水･土壌環境の保全に対し顕著な功績
のあった団体及び個人を水･大気環境
局長が表彰する。その表彰伝達式の実
施

6月8日(木) 秋野川を守る会

奈良県環境保全功労賞
表彰

環境保全功労者〈団体・個人）への表彰 6月19日(月） ・㈱南都銀行
・近鉄タクシー㈱
・王寺小学校

平成18年度和歌山県環
境月間街頭啓発

県内各保健所管内「瀬戸内海環境保全
月間」名入り水質汚濁防止のための台
所用水切り袋（地場産品）を配布し、当
水域の水質保全の普及啓発活動を行
う。

6月中（１、２、３、
５、６、７、２４日）

一般県民
（5,000名）

県単独予算に
より対応

平成18年度和歌山県環
境月間記念講演会

「動物から学ぶ地球環境」と題し、すさみ
町立エビとカニの水族館館長の森拓也
氏からご講演をいただき、地球温暖化や
海洋の生物多様性の減少など、広く環
境問題について学ぶ。

6月9日 一般県民
（380名）

県単独予算に
より対応

環境月間記念講演会にお
けるリーフレットの配布

「みんなで守ろう紀の国の水」のリーフ
レットの配布

6月9日 一般県民
　（420名）

県単独予算に
より対応

親子生き物観察教室 和歌川河口干潟で、親子生き物観察教
室を実施。当機構が製作したビデオの
鑑賞会と、干潟観察会を通して、自然環
境の大切さを学ぶ。

6月11日 一般県民
（100名）

わかやま海域
研究機構（県事
務局）・和歌山
市共催により対
応。

海水浴場の水質調査 海開きのシーズンを向かえ、県内の主要
な海水浴場の水質調査を関係市と県が
実施する。

6月上旬 県下の主要な15海
水浴場

県、関係市が実
施

自然海浜保全地区内の清
掃

清掃活動用にゴミ袋を作成･配布し、県
内８ヶ所の自然海浜保全地区の清掃を
実施するとともに、ゴミ袋は海浜利用者
にも配布する。

6月中 自治連合会、子供
会等のボランティア
団体

県市町単独予
算

自然海浜保全地区の解説
板の設置

流失した自然海浜保全地区の解説板を
更新する。

6月中 自然海浜地保全地
区１ヶ所

県単独予算

環境保全啓発用ポスター
の掲示･配布

瀬戸内海環境保全月間ポスターを掲示
するとともに、市町村や関係機関に配布
する。

6月中 関係部局、市町村

岡山県

兵庫県

大阪府

「平成１8年度瀬戸内海環境保全月間」行事実施状況（自治体、各種団体等）

和歌山県

奈良県
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団 体 名 事 業 の 名 称 事 業 の 概 要
期 間 又 は
実 施 日

対 象 備 考

「環境の日」ひろしま大会
の実施

○大会式典の実施
　（平成18年度ひろしま環境賞、平成18
年度環境月間ポスター表彰）
○「瀬戸内海環境保全活動」等の展示
○環境ミニイベント　など

6月3日（土）
6月4日（日）

県民 主催：「環境の
日」ひろしま大
会実行委員会
（県は実行委員
会構成員）

リフレッシュ瀬戸内の実施 ○瀬戸内海の環境保全意識の向上を
図ることを目的に、沿岸域市町主催で年
1回、海浜清掃活動を実施。

6月1日～7月31日 県民 主催：瀬戸内・
海の道ネット
ワーク推進協議
会（県は協議会
会員）

環境月間ポスター展の実
施

○小学生、中学生、高校生等の生徒を
対象に、環境月間ポスターを募集し、優
秀作を県内3ヵ所で展示

6月1日～6月30日 県民

環境啓発懸垂幕及びポス
ターの掲示

○環境月間をＰＲする啓発用懸垂幕の
掲示

6月1日～6月30日 県民

工場の立ち入り、浄化槽
業者立ち入り

○地域事務所管内の主要工場、業者な
どへ点検･調査の実施。

6月中 県民(業者)

ポスター掲示 瀬戸内海環境保全月間ポスターを掲示 6月1日～30日 山口県環境保全協
会会員（1県、18市
町、4団体、89工
場・事業場）

テレビスポット放映
(山口放送）

瀬戸内海環境保全月間について啓発 6月1月～30日 一般県民

太陽光発電インフォメー
ションシステム情報発信

瀬戸内海環境保全月間について啓発 6月1月～31日 一般県民

懸垂幕の掲示 瀬戸内海環境保全月間について啓発 6月1月～30日 一般県民

標語･川柳の募集 瀬戸内海環境保全月間について啓発 6月1月～30日 一般県民 応募数
標語：4,713件
川柳：2,347件

徳島県 海辺の教室・海岸清掃活
動

(社)瀬戸内海環境保全境界の普及啓発
事業の一環として、海岸の清掃活動を
実施するとともに,環境保全についての
正しい理解と認識を深めるため｢海辺の
教室｣を開き、瀬戸内海の環境保全に関
する思想の普及及び意識の高揚を図
る。

6月2日 （海辺の教室）
　鳴門東小学校1～
6年生　70名
（海岸清掃活動）
　1～6年生　70名
同校の教職員等
鳴門東幼稚園児
20名
同幼稚園の教職員
等

県単独予算で
対応

環境キャラバン隊 小・中学校などを訪問し、地域や地球の
環境問題を含めた環境学習メニューに
基づく環境教室を開催し、環境保全の
意識高揚に努める。

6月9、14、23、29
日

小学生100人程度 県単独予算

公害防止･廃棄物適正処
理等総合立入調査

工場・事業場の公害防止･廃棄物適正
処理等環境保全に関する総合的な立入
調査を関係市町と協力して実施する。

6月1、6、7、15、
20、21、28、29日

県内事業所168箇
所

県単独予算

香の川創成事業（海岸愛
護運動事業・さぬきパート
ナーシップ事業）

県内一円の海岸美化活動を行う団体を
支援した。
有明浜、津田の松原等

6月1日～30日 各ボランティア団体
1,900人

県単独予算

香川県環境ライブラリーの
利用促進

環境保全等の環境関係ビデオの放映と
環境関連図書の貸し出し、パソコンを活
用し「空の情報館」など環境情報を検
索、ゲーム感覚で環境保全を理解でき
るマルチメディアによる環境学習の体験
の場を提供する。

6月1日～30日 一般県民　99人 県単独予算

環境パネル･ポスターの展
示

環境に関するポスター、写真等を掲示
する。また、「地球温暖化」「希少野生生
物を守る」「アジェンダ21かがわ」のパネ
ルを展示し、環境問題を提示する。

6月1日～30日 一般県民　266人 県単独予算

環境体験教室の開催 小･中学生を対象に、「地球環境問題」
「大気汚染の現況と私たちの行動」「水
質測定」など、環境に関した実験などを
実施する。また、企業、女性団体等を対
象に環境講話、環境ビデオ、施設見学
を実施。

6月1、5、15日 小・中学生　171人
企業　15人

県単独予算

環境研･学習サポートﾎﾞｯｸ
ｽ

小･中学校などを訪問し、地域や地球の
環境問題を含めた環境学習メニューに
基づく環境教室を開催。

6月12、16、19、
22、26、27、29日

小学生　325人 県単独予算

環境保健研究センターの
施設公開

環境保健研究センターの業務内容、調
査研究内容、水生生物、無響室・環境
情報システム等の紹介及び施設に関連
する環境問題の説明

6月1日～30日 一般県民　186人 県単独予算

山口県

香川県

広島県
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団 体 名 事 業 の 名 称 事 業 の 概 要
期 間 又 は
実 施 日

対 象 備 考

海辺教室 （1）海や川の汚れとその防止方法につ
いての講話及び海岸清掃

（2）海や川の汚れとその防止方法につ
いての講話及び海岸清掃

6月9日(金）

6月29日(木)

行橋市立今元小学
校４,5,6年生及び
保護者(130名)
行橋市立蓑島小学
校全学年及び保護
者(90名)

不法投棄防止キャンペー
ン

不法投棄防止街頭啓発 6月16日 福岡県民(300名)

「瀬戸内海環境保全月
間」ポスターの掲示

（社）瀬戸内海環境保全協会から送付の
あったポスターを庁内外関係機関に配
布・掲示

6月1日～6月30日 神戸市内の関係工
場・事業場及び神
戸市関係部署、外
郭団体（123機関）

神戸海上保安部および神
戸市との合同立入調査

神戸港海域に面する事業場に、神戸海
上保安部との合同立入調査を実施

6/19 神戸港内の事業場
（1社）

「環境の日」
ひろしま大会

◆ひろしま環境賞・環境月間ポスター表
彰式
◆環境活動展示
　・地球温暖化防止
　・ごみ減量に関する展示
　・市民ボランティア活動の展示
◆県内大学生によるフリーマーケット、
工作教室等のイベント

6月3日（土）
6月4日（日）

一般県民 広島県との共催

広島地球ウォッチングクラ
ブ
結団式・交流会

◆広島地球ウォッチングクラブの平成18
年度会員任命式
◆市民ボランティアによる環境学習会

6月11日(日） 広島地球ウォッチン
グクラブ会員の子ど
もたち(3歳～高校
生）

海辺の教室 ◆川の生きもの
　　アユの観察等
　　　魚と漁業に関する
　　　知識の普及啓発を
　　　図るために実施

6月18日(日) 市内小学生
3～6年生と保護者
(23名）

(財)広島市農林
水産振興セン
ターで実施

伊勢自然の里・環境学習
センター「メダカの学校へ
おいでよ！」

ビオトープ池での生物観察会 6月4日(日) 市民
参加者：33名

「第4回全日本エコ川柳大
賞」優秀作品展

「第4回全日本エコ川柳大賞」の優秀作
品を姫路市役所１階市民ホールに展示

6月5日(月)
～16日(金)

市民等 大賞1点
優秀作品賞3点
入選50点
計54点

伊勢自然の里・環境学習
センター
「ホタルの観察会」

ホタルの観察 ６月16日(金)
～18日(日)

市民等
参加者：247名

期間中のみ施
設を夜間開放

親子海上教室 海の安全と環境保全に関する講話、海
水の水質調査など

6月17日(土) 市内小学生4～6年
生と保護者17組
参加者：44名

協力：姫路海上
保安署

伊勢自然の里・環境学習
センター「田んぼの学校」

自然体験教室（田植え） 6月18日(日) 市民等（登録要）
参加者：50名

伊勢自然の里・環境学習
センター「タガメの里親説
明会」

タガメの飼育方法説明会 6月18日(日) 市民等
参加者：18組48名

ライトダウンキャンペーン
「ブラックイルミネーション
2006」

ライトアップ施設の終日消灯 6月18日(日) 姫路城、姫路城南
部土塁、美術館、
日本城郭研究セン
ター･城内図書館、
名古山霊苑仏舎利
塔、中央保健セン
ター、手柄山中央
公園スリラー塔、す
こやかセンター、手
柄山遊園大観覧車

対象施設にお
いて、日没以降
も点灯しない

親子環境教室 姫路市環境監視ｾﾝﾀｰの見学、エコクッ
キングで弁当作り、ケナフの紙すき、自
動車の排気ガス実験など

6月24日(土) 市内小学生4～6年
生と保護者15組
参加者：43名

協力:大阪ガス
㈱姫路ガスエネ
ルギー館姫路
市いずみ会中
央支部

伊勢自然の里・環境学習
センター
「ホタルの観察会」

自然観察会等 6月25日(日) 市民等
参加者：33名

和歌山市 親子生き物観察教室 和歌浦の干潟で生き物観察教室を開
催。
講師：土井浩先生（市立こども科学館）

6月11日 市内在住の小学生
とその保護者30組

普及活動推進
事業費対応

姫路市

広島市

神戸市

福岡県
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団 体 名 事 業 の 名 称 事 業 の 概 要
期 間 又 は
実 施 日

対 象 備 考

リフレッシュ瀬戸内海 沙美西海岸における清掃活動 6月25日 中学校生徒、地元
町内会、子ども会、
PTA 老人会等（約
600名）

ポスターの配布 「瀬戸内海環境保全月間」及び「せとうち
風景フォトコンテスト」のポスターの配布

6月1日 水島コンビナートの
ある瀬戸内海環境
保全特別措置法対
象事業所60社

ポスターの配布･掲示 「瀬戸内海環境保全月間」及び「せとうち
風景フォトコンテスト」のポスターの配布･
掲示

6月1日 市役所及び各支所
へ

瀬戸内海環境保全月間ポ
スターの配布･掲示

市内の小中学へのポスター配布･掲出 6月中 小・中学生

環境保全ポスター展 福山市の環境保全ポスター優秀作品の
展示
広島県環境保全ポスターの展示

6月5日～16日
福山市役所1階市
民ホール
6月21日～30日
福山市新市支所
ロビー

一般市民

環境保全ポスター募集 市内の小中学生からの環境保全を題材
にしたポスター募集

6月から9月頃 小・中学生

水の大切さ大発見！ 水道展及び芦田川水質浄化啓発行事
・浄水場施設の公開
・芦田川河川広報室での芦田川につい
ての学習
・芦田川リバーウォーク（野鳥観察会）
・環境パネル展（地球温暖化防止、アイ
ドリングストップ）、環境保全ポスター展
・水素燃料自動車、電気自動車、ハイブ
リッド自動車の展示

6月3日(土）

・福山市水道局中
津原浄水場

国土交通省芦田
河川広報室｢見る
視る館」

一般市民(約2,200
人)

｢芦田川を守る日」一斉清
掃

芦田川をはじめ市内の一斉清掃を実施 6月4日(日）
芦田川及び市内

一般市民(約11,400
人)

協定工場立入 市・県と公害防止協定を締結している工
場（8社）の立入調査を実施

6月中 協定締結工場

環境啓発懸垂幕等掲示 環境月間をＰＲする啓発用懸垂幕・横断
幕の掲示

6月1日～6月30日
・福山市役所本庁
舎
・福山市沼隈支所
・福山市北部支所
・福山市東部支所

一般市民

環境保全課出前授業 児童･生徒や地域住民等が身近な環境
についての学習を深めるにあたり、学校
や公民館等に出向き、体験的な学習を
行うことにより、環境学習の充実を図る。

6月
学校：10講座
公民館等地域：1
講座

小・中学生、一般市
民(約692人)

磯の生き物調査 子供たちを対象とした体験学習を行い、
自然と触れ合うとともに水質を含めた海
洋環境の実態を調査し、同時に指導者
に対しては実習形式による手法の取得
等指導者としての力量を養成。

6月11日(日)
福山市鞆町仙酔
島

こどもエコクラブ会
員及びサポー
ター、小中学生、環
境学習指導者、教
職員(42人)

普及活動推進
事業費対応

下関市 ｢瀬戸内海環境保全月間｣
ポスター･せとうち風景フォ
トコンテスト募集ポスター
の配布･掲出

市関係部局へのポスター配布及び掲出
依頼

6月1日～30日

環境月間に伴うクリーン
アップ大作戦

美しい街づくりを推進するため、市条例
に定める美化重点地区(市内2地区)の
清掃活動を市民やみんかん企業、市職
員が連携し実施する。

6月3日(土) 松山市職員、市民
一般、民間事業
者、学生等〈350名
程度）

ボランティア活
動

エコリーダーによる環境啓
発

松山市エコリーダーが要請のあった「学
校等」に出向き、さまざまな環境問題等
の学習活動を展開する。
・期間中　17講座

6月3日(土)、12日
(月)、15日(木)、19
日(月)、26日(月)、
28日(火）、30日
(金)

小中学生等〈664
名）

市単独予算で
対応

ホタルの里パトロール 松山市日浦小中学校の全児童生徒・教
職員・保護者が中心となり、市が一定支
援する形でホタルの生息実態調査を行
ない、清流保存の意識啓発を図る。

6月2日(金) 小中学生等〈100
名）

市単独予算で
対応（NPO法人
委託事業）

苔玉作り教室 山野草を採取してとって帰ることなどから
絶滅しつつある植物があることなど山野
草の現状や、山野草の増やし方につい
て苔玉つくりを通して学ぶ。

6月11日(日) 小学生等(20名程
度)

市単独予算で
対応（NPO法人
委託事業）

倉敷市

松山市

福山市
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団 体 名 事 業 の 名 称 事 業 の 概 要
期 間 又 は
実 施 日

対 象 備 考

松山市 お散歩スケッチ教室 スケッチを通して植物や生物をじっくり観
察し、自然を大切にする心を育む。

6月25日(日) 小学生等(20名程
度)

市単独予算で
対応（NPO法人
委託事業）

大分市環境展 広く市民に環境保全に対する意識の高
揚を図るため、環境関連機器･製品･パ
ネル等を展示する。
○環境ポスター展
○粉石けん・水切り袋の配布
○生ごみ処理容器(コンポスト、ボカシ)、
家庭用電動式生ごみ処理機の展示
○パネルの展示(こどもエコクラブ等)
○合併処理浄化槽(模型)の展示
○苗木の無料配布

6月11日(日) 一般市民 市単独予算

工場･事業所の環境パト
ロール

各企業の公害防止対策や省エネルギー
施設、リサイクル等の実施について立ち
入り調査を実施

6月6日　1事業所
6月27日 1事業所
6月29日 1事業所
6月30日 1事業所

市内特定事業所 市単独予算

住吉川浄化対策推進協
議会

総会を開催し、会員の環境浄化意識を
高め、流域内の家庭や校区での生活排
水対策の実践活動を推進する。

6月29日(木) 会員70名 市単独予算

清掃活動 各支部において市町と連携のもとに河
川、海岸、側溝、道路の一斉清掃・ク
リーン作戦及び街頭キャンペーン活動を
実施。

６月中 各支部会員
　　50～100名

・理事会で周知 理事２６名
→支部会員

・瀬戸内海環境保全協会作成のポス
ター配布
・環境フェアへの参加（各市町主催） 一般住民

各支部会員

環境を考える府民のつど
い

【第一部】
おおさか環境賞表彰式
【第二部】
＜大阪グリーン･ファイナンスセミナー
「環境と金融のいい関係｣併催＞
･講演「企業の環境問題への取組みに
貢献するエコファンドについて」
　講師　筑紫みずえ氏
　　㈱グッドバンカー代表取締役社長
･講演「地域に密着した環境銀行の取組
み」
　講師　中山和郎氏
　びわこ銀行環境事業部環境推進室長

6月27日 一般府民　300名
エイフ参加　56名

大阪府主催

(社)兵庫県保
健衛生組織
連合会

「瀬戸保全月間」ポスター
の配布

各支部での掲出 6月中 29支部

（1）講師による講話

　　①海や川の汚れやその防止につい
て
　　　（京築保健福祉環境事務所）

　　②海の生き物について
　　　（豊前海研究所）

（2）長井の浜清掃 13：45～15：30 今元小学校
5・6年生(103名)

（１）天神ヶ浜清掃 6月29日(木)
9：00～9：50

蓑島小学校全校生
徒(74名)

（2）講師による講話

　　①河川の汚れについて
　　　（京築保健福祉環境事務所）

　　②豊前海の生き物について
　　　（豊前海研究所）

今元小学校　4年生
(62名)

㈳大阪エイ
フボランタ
リーネット
ワーク

（財）福岡県
地区衛生連
合会

大分市

海辺教室

海辺教室

啓発活動

10：45～11：30

6月6日

6月9日
11：30～12：25
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